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代表者 高橋　弘行（たかはし ひろゆき）

情報誌等送付先
高橋　弘行
〒３６１－００７３ 　 行田市行田8-10
ＴＥＬ　０４８－５５６－２７６８

構成員 １０人
活動日 不定期

活動場所 未定

５月 総会
７月 市民祭、行田浮き城まつり協力

１０月 視察研修
１１月 忍城時代まつり参加
１２月 ゆく年くる年参加

平成８年１０月

浮き城のまちづくり協議会・発会式
☆　以後、現在まで、毎月１６日に定例会を実施。研修会も定例会と
同時または単独で開催。テーマは、第１回「こだわりの街づくりにつ
いて」、第３回「街並み景観ルールについて」等。

平成９年４月 先進地視察　川越市
　　　　　６月 手打ちそば体験お楽しみ会

先進地視察研修会　飛騨・高山、白川郷
特別会議　電線地中化事業について

平成１０年２月 フォーラム「湯布院・長浜・行田　三都愉快にまちづくり」
電線地中化完成記念「フェステバル」
開催電線地中化完成記念コンサート「浮き城のまちにアンデスの風を
聴く」
第１回ミニコミ誌発刊　発行部数１２，０００枚　新聞折り込み
浮き城楽市　開催

　　　　　　６月 「浮き城寄席・手話落語を愉しもう」林家とんでん平、ばかぼん
「浮き城のまち行田ナイトバザール」開催
「第５回市民祭・行田浮き城まつり」開催

　　　　　　８月 「浮き城のまち行田ナイトバザール」開催

会員からの一言

一人でも多くの会員を増やしたいと考えておりますが、なかなか増えません。　街づくりは
１人１人の理念を中心にして、結果を出しながら活動を進めていくことが大切だと思いま
す。ボランティアの考えだけではなく、少し実利も考えながら新しい事業等を探しだし、ま
た、展開していくことだと考えます。　アイデアと実践の積み重ねでガンバります。

エピソード

“私たちのまちは私たちが創る”と宣言し、少しでも自分たちでできることは実行すること
とした結果、行政にも認めていただくことができ、少しずつ「浮き城のまち行田」のネーミ
ングに共感を持たれるようになってきたことは、大変ありがたいと思う。　今回設置した銅
人形やステンドグラスをぜひ、見に来て欲しいと思う。

今後の計画目標
今後は、自分たちでお土産店をかねた趣味の店を経営してみたい。それがうまくいったら食
事処も計画していきたいと思う。また、ソフト面では、行田市民祭としての「浮き城まつ
り」を盛大にし、県外からも観光客が訪れるお祭りにしたい。

年間行事

これまでの歴史　

　　　　　　７月

　　　　　９月

　　　　　　３月

　　　　　　５月

活動の内容

ＣＩによって決められたコンセプトとネーミングを基に、さらに行田らしさを演出すべく、
ハード・ソフト両面から活動していくこととしている。コンセプトは行田の史実に基づき、
忍城十万石の新城下町の潤いと趣のある街並み・修景整備を進めるととした。幸い埼玉県行
田土木事務所と行田市の計画していた電線地中化事業に積極的に関わることができた。そし
て、ただ上にある物を下に埋めるということだけでなく、この町にあった景観整備をお願い
した。その結果、電柱の上にあった変圧器が歩道の上に現れないように５７基をモニュメン
ト化する事に成功した。また、変圧器の上に銅人形３９体とステンドグラス案内版を設置さ
せていただいた。銅人形はすべて違う姿とし、その表情は、昔城下町で遊んだ子供の姿をリ
アルに表現した。ステンドグラスは水の都のイメージ、案内版は行田の歴史をテーマにし
た。 また、変圧器の周りは街並みのムードにあわせるべく、すべて木製の囲いとし、なお
一層「浮き城のまち行田」を表現した。歩道上における植裁も、歩く方に楽しんでいただこ
うと２０種類の木を植え、四季折々花が咲くように配置した。また、香りも大切と考え、行
田市の香りを演出するため、キンモクセイを植えることにした。

団 体 名 ＮＰＯ法人　浮き城のまちづくり協議会（行田市）

DATE

事務局及
今津　聖之助（いまづ　せいのすけ）
〒３６１－００７３　　行田市行田２１－１２
ＴＥＬ　０４８－５５６－２００９

設立のきっかけ

約３年間に渡って、行田市中心街区の商業者と市内消費者及び学識経験者によって構成され
た組織で、これからの行田市中心街区の街づくりの方法についてＣＩを行った。その結果を
基に計画し、具現化するため、組織を解散しないでこのまま継続して支援をしたり、自分た
ちでできることを実践していこうということでこの会を設立した。
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団体PR

自分達のまちは自分達で創ろうのポリシーを持ち、出来ることから少しずつ実践していくこ
とをモットーにしている。しかし、メンバーが少なく、活動できる力やも大きさも限られて
いるので、是非、良いまちを創りたい、楽しいまちを子ども達に残して行きたいと思う人を
ただいま募集しております。

代表者からの一言

行田市は歴史と伝統のある町です。古墳時代から栄え、江戸時代は忍城として、また、徳川
幕府の親家として江戸との交流も栄えておりました。その後は足袋産業で日本一となり、
「足袋の行田か行田の足袋か」とうたわれ、産業も大いに発展してきました。　是非、一度
足を運んでいただければ幸いです。


